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第５９回 百射会 実施要項 

・ 日程      令和元年５月５日（水） 

・ 場所      明治神宮至誠館第二弓道場 

・ 大会進行予定  ７：３０ 役員集合            １５：２０ ８０射終了 

７：４０ 準備・清掃           １７：００ １００射終了 

             選手受付（～７：５０）            納射 

        ８：００ 神宮参拝（一部役員のみ）    １７：２０ 閉会式 

        ８：２０ 開会式・矢渡し         （手伝い役員および選手全員参加） 

        ８：４０ 行射開始            １７：３０ 閉会式終了 

１０：２０ ２０射終了           大会終了後 的返却（於 観客席裏） 

１２：００ ４０射終了 

１３：４０ ６０射終了 

       ※上記は予定です。進行には十分気を付け、余裕をもって行動してください。 

・ 競技方法   各自１００射 

・ 形式    １０人立、立射、射込み形式 

・ 制限時間    一立の制限時間は５分００秒とします。  

弦が切れた場合等、射場審判が必要と判断した場合のみ、１分間の延長を認めます。 

・ 表彰    優勝～１０位、ほか連中賞（３５連中以上） 

同中の場合、優勝のみ都学連規約及び本要項により決定する。 

・ 注意事項 

＊行射を行う選手以外は原則として常にマスクを着用する。 

＊ 制限時間をこえた矢は失矢とする。 

＊ 都学連規約に定める優勝決定における競射は、線的を用い遠近競射によって行う。 

＊ 至誠館第二弓道場は明治神宮の神域内に設けられた強化施設の一環であるから、その点を十分に留意し、

行動すること。 

＊ 器物等の破損のないように注意すること。 

＊ 持ち物（特に貴重品）の管理は各自で注意すること。 

＊ 控えは第２控えまで設けるので、自分の順番には気をつけること。 

＊ 進行には気を付け、第２控えに自分の順番の頃には自主的に集まるようにすること。 

＊ 矢は矢立てに戻ったらすぐに引き取ること。 

＊ 介添えは、選手の後に続き、射場内の椅子に座ること。 

＊ コロナウィルス感染防止措置の一環として、観客席の利用・一般の観覧は禁止。 

＊ 本年度より至誠館内は全面禁煙となりましたので、外の喫煙所を使用してください。 

＊ 至誠館内は裸足(ストッキング)厳禁。必ず靴下を持参、着用すること。 

＊ 更衣室は２Ｆです。 

＊ コロナウィルス感染防止措置の一環として神宮参拝は一部の学連役員のみで行う。 

＊ ８：２０からの開会式には各校１名以上、必ず出席すること。 

＊ ゼッケン・介添えリボンは大会終了後、大学ごとにまとめて受付に返却すること。 

的の返却は大会終了後（納射、閉会式後）に、観覧席裏で行うので、必ず忘れずに持ち帰ること
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第５９回百射会 手伝い役員要項 

仕事分担 

招集                  無し 

射場記録        東京大学 ２名 

的前審判      【前射場】 桜美林大学 早稲田大学 東京工業大学  

【後射場】 日本大学 法政大学 明治大学 

※各校２名ずつ 

大会進行予定  

 7:30 手伝い役員集合 

 7:40 準備・清掃 

  選手受付（~7:50） 

 8:00 神宮参拝 

 8:20 開会式、矢渡し 

 8:40 行射開始 

10:20   20 射終了 

12:00   40 射終了 

13:40  60 射終了 

15:20  80 射終了 

17:00  100 射終了 

 納射 

17:20 閉会式 

（手伝い役員および選手、全員参加） 

17:30 閉会式終了 

大会終了後 

 的返却（於 観覧席裏） 

※上記は予定です。進行には十分気を付け、余裕をもって行動するようにして下さい。 

・ 集合時間（7：30）厳守。点呼を取り、仕事の説明を行います。 

・ ネームプレートを左胸に付けてください。 

・ 開会式、閉会式は、必ず出席してください。 

・ ネームプレートは持ち帰らず、必ず返却してください。 

・ 撤収作業後、点呼を取ります。勝手に帰ることのないようにしてください。 

  



第 59 回 手伝い要項＜招集＞ 

 

＜手伝い役員＞ 

① 出欠席チェック済みの名簿を受け取り次第、選手の招集を開始する。 

② 第１控え（射場裏の椅子）で立順番号と大学名、氏名を読み上げて確認する。 

欠席者の席は、詰めずに空ける。 

 

＜学連役員＞ 

1. 初立のみ、注意事項を伝える。 

2. 初立ち以降は臨機応変に。 

選手： 

① 射場への入場のタイミングはこちらから指示致します。 

② 立射、射込み形式です。 

③ 欠席者の的は、詰めずに空けて下さい。 

④ 控えでは跪座せずに、立つようにお願い致します。 

⑤ 放送に従って、射位に進み、行射を開始して下さい。 

⑥ 制限時間の 5分に関してですが、30秒前の 4分 30秒になりましたら呼鈴でお知らせ致します。 

⑦ 引き終わり次第、そのまま出口へ揖を省略して退場して下さい。 

⑧ 退場する際は、控えの選手の後を通るようにお願い致します。 

⑨ 退場の妨げになるので退場口ではたまらず、選手控えへお戻り下さい。 

 

介添え： 

① すべての選手が入場した後に続いて入場し、 

② 選手の後ろにある椅子に着席して下さい。 

③ (前の椅子が空き次第、空いた椅子に移動して下さい。) 

④ 介添えをする選手の退場に続いて退場して下さい。 

⑤ 的中に異議がある場合は、すぐに役員に申し出て下さい。 

 

・ 注意事項は必ず徹底させる 

 

3. 第１控えの選手を整列させ、選手の誰かが一手引き終えたら射場に入れる。(入場する選手と退場する

選手が重ならないようにする為。 

 



第 59回手伝い要項＜的裏＞ 
 

的裏は看的 2人、記録 1人、確認・矢取 1人、矢取 2人の計 6人で行う。 

 

確認、矢取りのポジション 

後射場         前射場 

○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○      ①②看的 

①② ④  ⑤    ③  ③ ④   ⑤    ①②   ③確認・矢取 

                                                                ④⑤矢取 

⑥                             ⑥ ⑥記録 

 

看的 

前射場大前～５的、後射場６的～落の的中を的中表示板で表す。 

※射込み形式なので注意して看的する。 

※的中表示板は下から上に使う。 

※的中が分かり辛い場合、そのままにし、学連役員に伝える。 

※間違った的中を出した場合、そのままにし、学連役員に伝える。 

※表示と確認が異なる場合、表示を訂正しその訂正を含む縦一列以外を戻した後、学連役員の指示があるまで

そのままにしておく。 

 

確認・矢取 

行射中、インカムで看的の人に的中を伝える 

学連役員の合図が出たら的前に出る。 

看的側の的から確認する。 

※確認が終わるまで絶対矢に触れない。 

確認が終わったら矢を取る。 

矢を拭く。 

 

矢取 

確認が終わったら矢を取る。 

※確認が終わるまで絶対矢に触れない。 

矢を拭く。 

各射場の矢立に矢を返す。 

 

記録 

的と的中表示板が見える所で記録する。 

※的中は○×方式で記す。 

※射込み形式なので注意して記録する。 

※的中は自分の目で見て確かめる。 

※確認と的中が違った場合、赤ボールペンで＝を引き、赤ボールペンで訂正する。 

※20射毎に学連役員に記録用紙を渡す。 

※記録にクレームが来た場合、この記録を最優先する為、正確に記録する。 

 

 



的中表示板のやり方 

 

 

 

                                     ← 1 本目 

（四ッ矢を引き終わった状態） 

＊的中は下から順に 1 本目、2 本目…とする。 

 

 

確認時に表示ミスが発覚した場合               訂正がない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 4 3 2 1 
 

× 
   

 
× 

   

 
○ 

   

 
× 

   

5 4 3 2 1 

× × ○ × ○ 

○ × × ○ ○ 

○ × ○ × ○ 

× × × × ○ 

5 4 3 2 1 
     

     

     

     

5 4 3 2 1 

× × ○ × ○ 

○ × × ○ ○ 

○ × ○ × ○ 
     

5 4 3 2 1 

× × ○ × ○ 

○ × × ○ ○ 

○ × ○ × ○ 
 

× 
   

間違えた的中の表示列のみを残し、そ

の他の的中表示列は 1 本目から順に表

示を戻す。 

1 本目の表示を全て戻してか

ら他の表示を戻す。 

間違えていた的中表示板の列はしばらく残しておき、次

の立ちが始まったら的中表示板を戻す。 

一手の場合は 1 本目と 3 本目の表示板を使います。 

下
か
ら
上
に 



第５９回百射会 手伝い要項＜射場記録＞ 
 

① 【⇒正式記録(青)】と【⇒掲示(白)】の 2 枚の記録用紙に同様に記録する。 

※1 人 1 的、各大学で 2 的を記録する。 

※射込み形式なので注意して記録する。 

※的中は自分の目で見て確かめる。 

※不明な矢は双眼鏡で確かめる。 

② 矢取り前に自分の記録と的中表示版が合っているか確かめる。 

※的中表示版と異なったら、速やかに挙手し学連役員に知らせる。 

③ 2 枚の記録用紙を切り取り線で切って学連役員に渡す。 

※渡す前に 2 枚の記録用紙が同様に記されているか確かめる。 

 

記入上の注意 

・的中は左から○✕方式で記す。 

・書き間違えた場合は、赤ボールペンで二重線を引き、赤ボールペンで訂正する。 

・欠席者は的中の合計欄に赤ボールペンで「欠」と記入する。 

 

 
射場記録記入例 

  

記録用紙は、【⇒正式記録(青)】と【⇒掲示(白)】が 

それぞれ選手ごとに束になっています。正確に記入し、学連役員に渡してください。 

 

※欠席している場合 

 



大会中における地震発生時の対応について 

 

第５７回百射会  於明治神宮至誠館第二弓道場 

 

本大会中に地震が発生した際の、当連盟の対応です。地震発生時の混乱、事故等を防ぐためにも、予めみ

なさんにご理解いただければと思います。特に、選手の方は、行射・記録に関わる記述もありますので、

必ず競技開始前までに目をお通しください。 

学生弓道連盟役員一同、よりよい大会となるよう努めますので、ご理解・ご協力のほどよろしくお願い申

し上げます。 

災害対応担当：東京都学生弓道連盟 副委員長 平林 拓 

 

１地震の大きさと大会続行基準 

※以下、気象庁発表の地震情報(東京２３区)による。 

① ～震度３(屋内にいる人のほとんどが、揺れを感じる程度) 

 行射中止→揺れが収まり次第行射再開(その場で待機            □2 へ 

② 震度４(歩いている人のほとんどが、揺れを感じる程度 

 行射中止→施設等の安全確認→安全確認ができ次第行射再開(再入場) 

 ⇒その後、地震情報(地震の規模・交通情報等)が入り次第、放送にて連絡 

 

 

③ 震度５弱～(行動に支障を感じる程度) 

大会中止→放送・学連役員の指示に従い矢道に一時避難          □4 へ 

 ⇒人員確認を行い、後の指示は明治神宮側に委ねる 

 

２地震発生時における「引き直し」処置 

学連役員による放送指示を基準に、その時点で打起し以降の方は引き直しの対象とします。 

※「打起し」の基準は、本弭が左膝頭を離れた瞬間とします。 

※介添えの方は必ず予備の矢をお持ちください。 

放送指示に従い、引き直しの対象となった矢を含め、行射を再開してください。→□3 へ 

  



３行射中における放送指示と対応 

○携帯電話を介して緊急地震速報を受信した場合／揺れを感じた場合 

放送「行射を中止してください。 

只今、緊急地震速報を受信しました。／地震が発生しております。 

また、次の取懸けをお待ちください。」 

〈射場〉ただちに取懸けをやめ、打起し以降の方は安全のため、必ず引き戻してください。 

〈控え〉落ち着いてその場で待機していてください。 

○揺れが収まり、安全を確認 

放送「(～震度３)揺れが収まりましたので、 

／(震度４)施設の安全が確認されましたので、行射を再開してください。」 

〈射場〉引き直しの対象となった矢を含め、行射を再開 してください。→詳細は□2 へ 

※射場記録 引き直しの対象となった矢の的中を記入してしまった場合、赤ボールペンで訂正してください。 

 

４大会中止・一時避難の流れ 

 行 射 中 止  

   放送「只今大きな地震が発生しております。行射を中止してください。」 

    ○施設の安全確認 

    ○地震情報確認 

    ※混乱を防ぐため、指示が出るまではその場で待機してください。 

 

 矢 道 に 避 難  

  放送「矢道に避難してください。引き続き地震による揺れにご注意ください。」 

    ○矢道に誘導 

    ○選手控え室等、屋内確認(学連役員) 

 

 人 員 確 認  

放送「大学ごとに、現在会場にいる人数を確認し、 

学連役員に報告してください。」 

     ※選手・介添え・手伝い役員・見学者を含め、会場にいる全員の人数を報告してください。 

    ○地震情報・交通情報確認 

 明 治 神 宮 側 の 指 示 に 随 時 従 う  

   ※明治神宮は災害時の広域避難場所に指定されています。 

 



 


